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CS-807の 臨床的検討

山作房之輔 ・鈴木康稔

水原郷病院内科

宇野勝次

水原郷病院薬剤科

CS-807を 急性咽頭炎1{殊 慢性気管支炎2例 肺炎5例 塵肺2次 感染1例1腎 孟腎炎4例,

計13例 に使用 した。使用 法は200mg1日2回 内服11例1100mg1日2回 内服2例 であ る。臨床効果

は慢 性気管支炎 の1例 のみやや有効で,ほ かの12例 は全 て有効で あった。起 炎菌を分離 した症例

の中S. pyogenes, P.mirabilis, K. penumoniaeの それぞれ1例 と,E. coliの2例 は除菌 され,

P.rettgeriの 腎孟腎炎の1例 はP.aeruginosaに 菌交代 した。臨床的 な副作用はな く,臨 床検査

値異常 としてGOT, GPT上 昇(1例 は白血球減少症を合 併)2例 を認 め,1例 に実施 したLeu-

cocyte migration inhibition testは 陽 性であった。

は じ め に

CS-807はFig.1に 示す通 り7位 側鎖にoxime型 第3

世代cephem注 射 剤 と同 じ くaminothiazolyl-ｍethox-

yimino-acetamido基 を持 ち,S.pyogenes,S.pneu-

moniaeな どのグラム陽性球菌,な らびに通常 のグラム

陰性桿菌のほか,Enterobacter, Serratia, indole陽 性

Proteusに まで広 範 囲 な抗 菌 スペ ク トル を有 す るR

-3763の エステル化合物で
,か つβ-lactamaseに 安定な

経 口剤であ る1)。私 どもは13例の感染症患者 に本剤 を使

用 して臨床効果,副 作用,患 者分離菌 に対する抗菌力 に

ついて検討 したので報告する。

1.対 象 と使 用方法

対 象は1985年12月 か ら1986年8月 までの間 に水原郷

病院 内科 と当院内科で健康管理を行 っている特別養護老

人 ホーム白鳥荘 で診療 した患者13例 であ る。年齢 は31

才 か ら85才 で,男10例,女3例 であ る。感染症 の内訳

は急 性咽頭炎1例,慢 性気管支炎2例,肺 炎5例,塵 肺

2次 感染1例,腎 孟腎炎4例 である。

使用法 は200mg,1日2回 内服11例,100mg,1日2回

内服2例 であった。

II.臨 床 成 績

1.臨 床成績

概 要はTable 1に 示 した。臨床効 果は有効12例,や

や有効1例 であ った。

各疾患についての成績を簡単に説明する。

Fig.1 Chemical structure of  CS-807 and R-3763

CS-807

R-3763

1)急 性咽 頭炎(症 例1)

2日 前か ら咽頭痛,発 熱が持続 増強するため午後に

入院 した。開口障害はなかったが咽頭の発赤は高度で9

顎下 リンパ節 は中等度に腫脹 し,圧 痛を認めた。咽頭培

養 を行 った ところS. pyogenesを 純培養状 に検出した

が,計400mgのCS-807を 内服 した翌 日午前の咽頭培養

は陰性 で,咽 頭痛 は3日 目に,咽 頭発赤 リンパ節腫脹,

圧痛は4日 目に消失 して有効であった。
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Table 1 Clinical results of CS-807 treatment

2)慢 性気管支炎(症 例2,3)

両例 とも急性増悪 を反復 しているが,症 例2は 約1週

間前から咳 と疾のからみが昼夜の別な く持続 し,食 欲不

振が加わり,症 例3は 約3週 間前か ら咳 と呼吸困難 が増

強 したが,と もに無熱で あった。CS-8071日400mg内

服により,症 例2で は喀疾か ら検 出されたP.mirabilis

は速やかに消失し,症 状軽 快,胸 部 レ線像,検 査値は改

善して有効であった。症例3で はCRPは 陰転 したが 自

覚症状不変のため,や や有効 とした。

3)肺 炎(症 例4～8)

5例 とも軽症肺炎で胸部 レ線陰影は1～2区 域 に限局

し,症 例8以 外は治療開始時には無熱ないし微熱であっ

た。CS-8071日400mg内 服 によ りレ線陰影 は消 失 し,

咳を中心 とする自覚症状 も改善 して全例有効であった。

4)塵 肺2次 感染(症 例9)

2日 前から咳,呼 吸困難が出現 して食餌 を摂取 しな く

なって入院 した。胸部 レ線上新 しい陰影は な く,CRP

は5+で あったが,CS-8071日400mg内 服 に よ り7日

後 には症状消失 し,CRPも1+と な り有効であった。

5)腎 孟腎炎(症 例10～13)

急性腎孟 腎炎3例,慢 性腎孟 腎炎 急性 増悪1例 で,

CS-807の 使用量は1日 量40(mgが2例,200mg内 服が2

例である。全例症状消失,起 炎菌 も消失 して有効で あっ

た。症例12で はP.aeruginosaに 菌交代 したが症状 も

な く,本 剤投与終了後 に化学療法 を行 わなか った。
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Table 2 MICA of R-3763 and some other antibiotic against causative organisms

* : Replaced organism

Table 3 Laboratory findings before and after treatment with CS-807

B: Before A : After * : I.U.

2.起 炎菌の薬剤感受 の生

5症 例の咽頭,喀 疾,尿 よ り分離 したTable2に 示

した交代菌1株 を含む5菌 種6株 について感受 性測定を

行った。S.pyogenesに 対 す るR.3763(CS.807の 活

性体)のMICは 他 の経 口剤 であ るcefaclor(CCL)

amoxicmin(AMPC),cefadroxi1(CDX)と 等 し く0。

05μg/ml以 下 で あったが,Ecoli2株 に対 す るMIC

は0.39お よ び,0.20μg/m1で,CCL,やAMPCの

MICに 比 して4～16倍 低 く,PmimbilisとP.rett-

geriに 対す るCCLとAMPCのMICが0.7&お よび

25μg/mlに 対 してR-3763は0.05μg/ml以 下 でCEX,

CDXに 比べても格段 に強力であった。

3.副 作用,臨 床検査値異常

臨床的 な副作用 はな く,CS-807使 用前 に正常な臨床
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検査値が使用中に異常を呈 した ものは症例7,8の2例

にみられ た。症例7は 本 剤 を16日 間使 用 の 前 後 に

Table3に 示 した ように白血球数4800→1700,GOT

24→56,GPT 12→37と な り,外 来症例 のためその後の

検索は行わなかったが本劇 との関係が疑われた。

症例8で はCS-807を13日 間用いたが,使 用前,7日

後10日 後,終 了翌 日,終 了16日 後 にGOTは23,58,

71,71,26,GPTは18,65,88,95,22と 変動 した。

本例はleucocyte migration inhibition test(LMIT)

を行い,R-3746(R-3763のNa塩),ceftizoxime,T

-2525 ,ceftazidimeに 陽性,ticarcillin,azthreonam,

carumonamに 陰性で,CS-807に よる遅延型過敏反応

と考 え られ た。な お,Table 3のalkaline phos-

phatase値 に2通 りの測定値 を示 してい るの は1986年

7月に測定法を変更 したためである。

III.考 察

CS-807はOxime型 第3世 代cephem注 射剤 と共通

の7位 側鎖を有するエステル型内服剤 で,注 射剤に匹敵

する抗菌活性 とβ-lactamaseに 対す る安定性を有 して

いる。内服後腸管 より吸収 され脱 エステル化 されてR

-3763となって抗菌活性 を発揮するが,空 腹時 よ りも食

後の吸収が良好 で,食 後に200mg内 服 した際の最 高血清

中濃度 は3μg/mlを 越 え,血 中濃度 半減期 は2,1時 間,

12時間後 までの累積尿中回収率 は49%で ある2,。以上の

抗菌活1生と体 内助態 よ り各種細菌感染症 に対 して効果が

期待されてい る。oxime型 第3世 代cephemの グラム

陽性球 菌に対す る抗 菌力の特徴 はStreptococcus嘱 に

極めて強力で,CS-807はAMPCと 同等 であ り,症 例

1の 咽頭溶連菌 は僅 か2回 の内服で消失 した。私 どもの

呼吸器感染症 は2例 を除いて起炎菌不明であったが7例

中6例 に有効で あったが。Streptococcus属 の ほかH.

influenzaeに もAMPCよ り10倍 以上 強力 で 気 道感

染症,肺 炎に対 して最 も期待 され る内服剤であ り,腎 孟

腎炎患者か ら分離 したグ ラム陰性桿菌 に対 して もCCL

やAMPCに 比 して格段 に優れ た抗菌 力 を認 めたので

尿路感染症に対 してはnew quinolone剤 とともに最 も

有力な内服剤 と考 えられ る。
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CLINICAL STUDY ON CS-807
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CS-807 was administered to 13 patients with various infections. Good effects were observed in one case of

acute streptococcal pharyngitis, one of chronic bronchitis, five of pneumonia, one of secondary pulmonary

infection with pneumoconiosis and four of pyelonephritis. In only one case of chronic bronchitis were the

clinical effects fair. Causative organisms were isolated from six patients. One strain each of S. pyogenes, P.

mirabilis and K. pneumoniae, and two of E. coil were eradicated, but one of P. rettgeri was replaced by P.

aeruginosa.

No side-effects were observed. Abnormal laboratory findings were leucopenia, elevation of GOT and GPT

in one case, and elevation of GOT and GPT in another. In the second case, the leucocyte migration inhibition

test was positive against R-3763.


